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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・3/7（水）　院内研修あり。

・3/11(日)　アートで進めるメンタルヘルスプロモーションを開催予定。参加希望者は、ＷＩＺ→みんなの共有→青山荘→3月11日講演会・スタッフレクチャーの参加希望に記入すること。

・3/9（金）食事サービス委員会を行う予定。食事に対する意見・要望の連絡期限は3/7日（水）まで。

・4/1からの診療報酬改定に伴い、現治療計画が疾病に関する診療計画となっているかどうか見直すこと。

＜事例検討＞

佐藤　ミツ子　様（64）統合失調症　デイケア利用：10年9ヶ月（100％）

検討内容目標の確認、情報共有
長期目標通所利用を続け、病状の安定を図る。

中期目標プログラム内での質問内容や会話の内容を理解し、受け答えが出来るようになる。

短期目標落ち着いて、ゆっくりと話しをする。

治療計画①表情に焦りや緊張感が見られた際には、相手のペースに合わせて発言させる。

②発言内容が適切でない場合は、理解して頂く為にもう一度繰り返し伝える。
現状

①について

・聞いたことに対し、違う答えが返って来ることがある

・何度か答え方を指摘すると、その場に合った発言ができるようになる。

・説明を理解できない事もあるが、繰り返すと理解できる。

②について

・常に焦りや緊張感のある話し方をしている。ゆっくり話すよう声を掛けている。

人間関係について

・集団に入ろうとせず、行事では個人での作業がほとんどである。

・他者に話し掛けることもあるが、相手によって強い口調になることもある。

・自分からは交流はないが、話し掛けると返答する。

・他の人の様子を気にしている。板書で時間が掛り、周りの人が終わっていると、途中で止めてしまう。

・1人でいると不安に感じている様子。

家族関係

・家族との関係では、兄宅に外泊することはあるが、交流はあまりないよう。

・子どもとの交流はない。

青風荘では

・青風荘で編み物をすると肩が痛いと話す。

・細い糸での編み物を勧めるが、できないと拒否する。

・プログラムで現在の内容を確認すると「分からない」、「忘れた」と言う。

・時間を把握していない。他の利用者に聞いている。

・睡眠は21時～3時。

・今後は継続して青風荘で生活する予定。

検討結果
・目標に、本人ができそうなことを声掛けするという項目を付け加える。

・自分から他の人に聞くことができるようにするが、本人がプレッシャーにならない程度に声掛け、評価をする。

・デイナイトケアでから毛糸などを持ち帰って、青風荘で編み物をうる事があるが、持ち帰らないよう介入する。

・否定的な発言に過剰に反応する傾向にある為、否定的な発言は避けるようにし、自尊心を傷つけないようにする。

＜利用者様情報＞

・向井　敦子様～本日入院となっている。

・平　康子　様～右手第1指を痛めた件について、早めに受診をするよう促しているが、一人での受診はできないと話す。グループホーム世話人へ早期の受診が必要と考えられる事を連絡している。

・田向　玲美様～父様に認知症の症状が現れていると、スタッフを変えて訴えている。当院外来で相談したところ、外来受診を勧められたが精神化の受診は拒否する気がすると話している。2年ほど前、父様と脳神経クリニック受診をしたことがあると話すため、受診を勧めている。また、焦っている様子見られ、家族とも相談して対応するよう説明している。

・上川原　豊様～3/5（月）の夕方、転倒による腰痛を訴える電話があり、整形受診するよう促していたが、整形受診はせず、湿布で対応していたと話す。転倒は1週間程前で、後になって痛くなってきたとのこと。

・高橋　洋子様～昨日、胃の具合が悪いと、静養室やロッカーで休むことある。消化不良気味であり、今まで昼食でラーメンが提供された日には同様の訴えをする傾向にある。また、昼食後にタバコを一気に3本吸ってむせ込んで吐いたが、そのまま飲み込んだ事も話しており、タバコの吸い方に気をつけるよう説明している。

・八木橋牧雄様～3/6（火）より利用再開している。手指震戦は見られているが酒臭は無い。本人より「飲んだかって聞かれる事がストレスだ」との発言が聞かれているが、酒臭がある際に口頭で確認する事は了承されており「ナイトケアはそういう場所だから」と話されている。スタッフとしては確認を必要としないまま経過する事を望んでいる事を伝えると、「それが一番だからがんばる」と話されている。

＜外来情報＞

・高橋　幸雄様～体重を減らすよう説明されている。

・管野　勝利様～体重がやや増加しており、糖尿病もあるため、体重を減らすよう説明されている。

・淡路智恵子様～26日より引越しのためデイケアを休むことになったと報告。次回受診にて2週間分の薬を希望しているが、次回受診時再度話し合うこととしている。

・向井　敦子様～日曜日か調子が悪く、幻聴や妄想があるとのこと。受診時も興奮しており、泣き出す事もある。本日入院となっている。

＜勉強会＞災害時対応・緊急連絡

緊急連絡網
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※最後の人は、

SGMへ返す。�

※連絡を進めるうえで次のスタッフが不在の場合には、その次のスタッフへ連絡をし不在スタッフの名前も

合わせて連絡をすること。最後のスタッフは、ＳＧＭへ不在スタッフの名前を伝える事。

※電話が取れない状況であり、着信に気付いた場合は着信のあったスタッフと病棟管理者へ連絡を行うこ

と

H24.2.24現在

※SGMはAOMと防災管理者（大釜

）へ連絡する

※緊急連絡網を使用する際には、防災に関する事・病棟での緊急連絡かを次のスタッフへ伝達すること

防火管理者

大釜　定之

090-6

224-1326

精神医療福祉領域

AOM

菅原　静香

090-9

038-1073


	　消防隊長　　　院長　　千葉　潜


	顧問相談役　　医師　安ヶ平忠也、川端栄蔵、田名部茂、千葉良、阿部健二、猪股均、小坂康美、

野沢忍

	　同副隊長　　　防火管理者　　大釜　定之


	

	隊名

　地区隊長
	係　別
	隊　　　員　　　名
	任　　　　　務

	本部・管理棟
（北病棟は本部に　

　包含）

管理棟、北病棟

　地区隊長

佐々木　健之
	指揮係
	川端栄蔵、黒澤雅広、佐藤志穂、大釜定之
	1. 隊長、副隊長の補佐　2.自衛消防本部の設置　3.地区隊への命令伝達、情報の収集　

4.消防隊への情報の提供、災害現場への情報の誘導　5.その他の指揮、統制

	
	通報連絡係
	宮崎ひとみ、奥利春佳、東条由美子
	1. 消防機関への通報及び通報の確認　2.院内への非常通報　3.寮等へ通報　

4.関係者への連絡（緊急連絡先一覧表）　5.外部との交渉受付等

	
	消火係
	上口昌範、山田司、藤原英佳、赤坂真吾、佐々木正憲、佐々木孝、佐々木大亮、慶長孝太、竹内一貴
	1. 出火場所へ直行し、消火器、屋内消火栓による消火作業の実施

2. 地区隊への消火作業の指導指揮　3.消防隊との連携及び補佐

	
	避難誘導係
	松橋直子、苅田葉子、滝田ヒロ子、久保優子、三浦育子、岩藤良子、中村佐智子、水上由佳子、油津裕子、廣瀬唯、木村巴
	1. 出火場所及びその上層階へ直行し、誘導開始の指示命令をする　

2. 非常口の開放並びに開放の確認　3.避難設備器具の設定　4.残留者なしの確認　

5.避難障害物の排除

	
	救護医療係
	五十嵐理江、亀谷悦子、河野美帆
	1.応急救護所の設置（本部へ）　2.負傷者の応急処置　3.消防救急隊と連携・情報の提供

	
	物品搬出係
	関口美香、田中千華、船渡あかね、名取美雪、乙供菜穂子、榎本綾子、山田忍
	1.非常持出物品の搬出

	南病棟

　地区隊長

小向　由紀
	通報連絡係
	田ノ上愛子、橋本彩花、三浦雪枝
	1. 火災を発見した場合の消防機関及び本部（庶務室）への通報連絡

2. 地区内職員、入院患者への連絡　3.入院患者に対する混乱防止の為の正確な情報の伝達

	
	消火係
	佐藤栄峰、白川千春、高橋昭徳、相馬貴和、加藤敦子、乙崎義幸、小島怜
	1. 消火器、屋内消火栓を活用して消火作業に従事

2. 他地区隊の火災の場合は、地区隊長の指示により消火作業に従事

	
	避難誘導係
	小林告子、清川真澄、工藤静子、新山真巳子、天間愛美、久保奈々美

田口毅彦、沼山里美、上野雅人、根城紀子、富澤美智子、小笠原麻衣

貝塚寿子、小笠原実希、大嶋香菜子、野中理沙、坂本美寿々、門上采佳

小松恵子、長谷川雄一
	1. 入院患者の避難誘導　2.避難口、非常口の開錠　3.避難設備器具の設定　

3. 火災の状況により避難方向、経路の決定、指示　5.避難上支障となる物品の排除　

6.残留者なしの確認　7.避難状況の本部への報告

	東病棟

　地区隊長

東　和弘
	通報連絡係
	橘康仁、鳥谷部久美子
	南病棟の「通報連絡係」の任務内容と同じ

	
	消火係
	鈴木幸雄、荒木田晃次、田村直樹、番場浩文、松橋益信、

鳥谷部由明、附田大輝、伊藤有慶、鈴木匡、橋本亮一、小向達也
	南病棟の「消火係」の任務内容と同じ

	
	避難誘導係
	藤原香織、田中ヒデ子、西山光子、谷川幸子、滝田文子、寺澤浩子、

宮澤文子、福田恵子、上野ゆかり、小泉えい子、前田幸佳、

田端公子、佐々木真貴子、横町真希子、新谷麻奈美、土岐江利子

畑内　涼子、小笠原　裕美子、高橋　満子
	南病棟の「避難誘導係」の任務内容と同じ

	西病棟・作業棟

　地区隊長

高橋　則行


	通報連絡係
	藤原百合子、野々上千秋
	南病棟の「通報連絡係」の任務内容と同じ

	
	消火係
	阿部大、高橋正臣、三和朋代、半澤麻由美、小嶋彩香
	南病棟の「消火係」の任務内容と同じ

	
	避難誘導係
	橘セツ子、相馬亜紀子、小笠原香織、戸賀沢眞貴子、星とも子、天間静香、山田益実、鷹場陽子、石岡啓子、長濱佳祐、三浦綾、宗像真穂、山田真紀
	南病棟の「避難誘導係」の任務内容と同じ

	厨房棟

　地区隊長

久保　雅子
	通報連絡係
	久保雅子、西川日出明
	1. 火災を発見した場合の消防機関及び本部（庶務管理課）への通報連絡　

2.地区内職員への連絡

	
	消火係
	山道弘樹、橋本潤、石橋樹美、横羽てる、石橋佳美､青木好春
	南病棟の「消火係」の任務内容と同じ

	
	物品搬出係
	櫻田靖子、赤坂すみ子、北山美幸、青木幸春、副嶋美樹、井上牧子、葛西弘志、浅水恵美、山村恵子、工藤博史、横田咲矢香、沼田香澄
	本部・管理棟の「物品搬出係」の任務内容と同じ

	青陽館

　地区隊長

菅原　静香
	通報連絡係
	山田沙弥香、上野葉子
	南病棟の「通報連絡係」の任務内容と同じ

	
	消火係
	李蘭、川井さと子、高森偉津子、松川智恵子
	南病棟の「消火係」の任務内容と同じ

	
	避難誘導係
	服部智子、木村裕美、大谷地寛子、柴田真弥
	南病棟の「避難誘導係」の任務内容と同じ















































